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NEWS RELEASE 

２０１７年２月２３日 

株式会社 博報堂 

株式会社 博報堂ＤＹメディアパートナーズ  

 

出場選手、応援する人が臨場感を共有できる 

ジュニアアスリートの動画チャンネル「アスチャン TV」第３弾 

～ジュニアラグビー「第９回ヒーローズカップ」をライブ中継～ 
 

  株式会社博報堂（東京都港区、代表取締役社長：戸田裕一 以下、博報堂）と株式会社博報堂ＤＹメ

ディアパートナーズ（東京都港区、代表取締役社長：大森壽郎 以下、博報堂ＤＹメディアパートナーズ）は

出場選手、応援する人が臨場感を共有できる、ジュニアアスリートの動画チャンネル「アスチャンTV」の第３弾

として、２０１６年９月１８日(日)・１９日（月）北海道大会から２０１７年２月２５日(土)・２６日(日) 決勝大会

まで開催の小学生ラグビー「第９回ヒーローズカップ」をライブ中継しています。 

 

「アスチャンＴＶ」は小中学校のスポーツ大会の臨場感を共有できる、インターネットでのライブ動画配信プ

ラットフォームです。テレビなどでの放送機会が少なく、自分が通っている学校や、自分の母校の応援が難し

い全国各地の小中学校のスポーツ大会を「アスチャンＴＶ」から視聴し、応援できます。小中学生のスポーツ

選手と選手を応援したい人を「アスチャンＴＶ」の視聴を通じてつなぎます。 

第１弾「第２３回全国中学校駅伝大会」、第２弾「全日本少年春季軟式野球大会」に続き、第３弾小学

生ラグビー「第９回ヒーローズカップ」をライブ中継しています。 

 

今回の中継もウェブベルマーク運動と連携をします。大会動画を視聴するだけで、「アスチャンＴＶ」からウェ

ブベルマーク協会に寄付が出来ます。寄付金は東日本大震災で被害にあった東北の小中学校の為に使わ

れます。「アスチャンＴＶ」は閲覧者と東日本大震災で被害にあった東北の学校との絆をつなぎます。 

 

博報堂、博報堂ＤＹメディアパートナーズはコンテンツホルダー・媒体社と共に、先進的かつ創造的な統

合マーケティング・ソリューションを通じて、新たなムーブメントを創造し、社会に活力を提供していきます。 

 

 

■「アスチャンＴＶ」  

・ＵＲＬ：http://www.asuchan.tv/ 

・運営、配信：博報堂、博報堂ＤＹメディアパートナーズ、データスタジアム株式会社 

・映像協力：ヒーローズカップ実行委員会 

・第３弾 中継内容：「第９回ヒーローズカップ」 

 

 

■本件に関するお問い合わせ 

博報堂ＤＹメディアパートナーズ 広報室 山崎・彭（ペン） ０３－６４４１－９３４７ 

 

http://www.asuchan.tv/
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＜参考＞ 

 

■「第９回ヒーローズカップ」概要 

主催：特定非営利活動法人ヒーローズ 

主管： ヒーローズカップ実行委員会 

後援： スポーツ庁、関西ラグビーフットボール協会、東大阪市、大阪府ラグビーフットボール協会、 

    東大阪市教育委員会 

 

期日・会場：２０１６年９月１８日(日)１９日（月）北海道大会 帯広市緑ヶ丘公園グリーンパーク  

１１月１２日(土)１３日(日)東北大会 一関サッカーラグビー場  

１１月２６日（土）２７日（日）九州大会 鹿児島県立サッカー・ラグビー場  

１１月２７日(日)関東大会 海老名運動公園陸上競技場 

１２月４日（日）関東大会 熊谷スポーツ文化公園ラグビー場  

：２０１７年２月５日（日）関西大会（大阪国際大学人工芝ラグビー場） 

２月１２日（日）関西大会（東大阪市花園ラグビー場）   

 

：２０１７年２月２５日（土）、２６日（日） 決勝大会（東大阪市花園ラグビー場） 

 

 

■ウェブベルマーク運動 

・運営：一般社団法人ウェブベルマーク協会 

・協会概要：東日本大震災被災地等の復興支援に資することを目的として、ベルマーク教育助成財団、 

朝日新聞社、タグボート、博報堂、博報堂ＤＹメディアパートナーズの５社で２０１３年に設立 

 

・「アスチャンTV」寄付金について：  

ウェブベルマーク協会からベルマーク教育助成財団に助成金として送られ、同財団が行う東日本大震災の

被災校支援に活用されます。２０１７年度支援の対象となる被災校は、現地の実情に詳しい各県の小 

学、中学校長会の助言を受けて選ばれます。 

    （参考）２０１６年度の支援対象校：岩手・宮城・福島の小中学校１４６校 

         http://www.bellmark.or.jp/foundation/30001740/ 

具体的な使用途としては、部活動や遠征試合、校外学習などで生徒が移動するときに利用するバス等の

交通費援助、一輪車や教材提示装置、プロジェクターなど、学校が必要とする備品を選んでもらいます。 

 

＊視聴者にご負担はありません。 

＊視聴１回毎に寄付されます（視聴１回毎に１円。視聴回数１万回、金額換算１０万円が上限）。 

 

・ウェブベルマークの活動に関する詳しい情報は公式ブログ、Facebook、ホームページよりご確認頂けます。 

公式ブログ： http://blog.webbellmark.jp/ 

Facebook： https://www.facebook.com/webbellmark/ 

ホームページ：https://www.webbellmark.jp/ 
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